
　
万
博
が
開

幕
し
て
半
分

経
過
し
た
。

開
幕
時
未
完

成
だ
っ
た
パ
ビ
リ
オ
ン
も
開
館

し
た
。
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
も
飛
ん

だ
。
今
ま
で
な
ら
、
開
幕
時
に

完
了
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
目

標
を
掲
げ
て
も
達
成
で
き
な
く

な
っ
た
。
日
本
は
社
会
全
体
で

目
標
に
向
か
う
こ
と
が
な
く

な
っ
た
▼
参
議
院
選
挙
中
、
候

補
者
か
ら
夢
の
あ
る
話
は
な

か
っ
た
。
大
都
市
居
住
の
大
企

業
正
規
労
働
者
に
向
け
て
の
分

配
の
話
。
高
齢
家
族
や
高
齢
化

し
て
い
く
己
を
忘
れ
社
会
保
障

を
敵
視
。
将
来
よ
り
今
多
く
ほ

し
い
。
街
頭
演
説
の
放
映
は

あ
っ
た
が
、
街
は
選
挙
カ
ー
も

な
く
静
か
。
生
活
の
場
で
直
接

有
権
者
に
接
す
る
の
は
無
駄
な

の
か
？
▼
日
本
は
漂
流
し
て
い

る
。
政
治
は
国
の
展
望
を
示
す

議
論
を
せ
ず
、
近
視
眼
的
政
策

ば
か
り
。
政
治
が
将
来
像
を
示

さ
な
い
の
で
、
自
身
の
将
来
を

描
け
な
い
国
民
は
子
育
て
し
な

い
。
目
先
の
政
策
な
の
で
、
方

針
が
変
わ
る
。
現
場
任
せ
で
結

果
の
検
証
も
な
い
。
責
任
は
う

や
む
や
な
の
で
官
僚
も
真
剣
に

取
り
組
ま
な
い
。
保
険
証
廃
止

は
そ
の
典
型
だ
ろ
う
▼
万
博
も

関
西
で
は
ぼ
ち
ぼ
ち
人
気
が
出

て
き
た
。
建
築
物
や
展
示
内
容

等
の
意
義
が
認
め
ら
れ
て
き

た
。
現
場
の
大
阪
任
せ
に
せ

ず
、
当
初
か
ら
国
が
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
れ
ば
、
早
い
内

に
複
数
回
参
加
し
た
が
。
こ
れ

か
ら
は
熱
中
症
が
心
配
だ
。
政

治
が
し
っ
か
り
議
論
し
「
ほ
ど

ほ
ど
」
の
夢
で
よ
い
か
ら
、「
ぼ

ち
ぼ
ち
」
日
本
社
会
を
成
長
さ

せ
て
ほ
し
い
。
展
望
も
な
く
社

会
保
障
も
安
心
で
き
な
い
今
の

日
本
は
重
苦
し
い
。
（
恭
仁
）

　
つ
い
先
日
、
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

生
涯
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
演
劇
を
見

る
機
会
が
あ
っ

た
。
ク
リ
ミ
ア
の

天
使
と
も
呼
ば
れ
た
人
の
解
説

は
不
要
で
あ
ろ
う
が
、
巧
み
な

演
出
も
相
ま
っ
て
感
動
の
連
続

で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
ク
リ
ミ

ア
戦
争
が
舞
台
で
あ
る
た
め
現

状
と
重
な
る
部
分
が
あ
り
、
一

層
シ
リ
ア
ス
に
感
じ
る
部
分
が

多
か
っ
た
。
病
め
る
人
々
に
寄

り
添
い
生
涯
を
さ
さ
げ
る
姿
は

ま
さ
に
天
使
で
あ
り
、
医
療
人

を
目
指
す
若
人
必
見
と
思
っ
た

と
同
時
に
、
そ
う
い
え
ば
本
稿

執
筆
中
の
現
在
、
参
院
選
真
っ

た
だ
中
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出

し
、
議
席
を
争
う
候
補
者
に
も

ぜ
ひ
と
も
本
公
演
を
見
て
、
医

療
の
持
つ
本
質
を
再
確
認
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
淡
い
期
待
を

抱
く
こ
と
と
も
な
っ
た
。

　
本
紙
発
行
時
に
は
当
然
選
挙

結
果
も
判
明
し
て
い
る
は
ず
で

あ
り
、
民
意
に
基
づ
く
政
策
が

実
行
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ

う
が
、
今
回
の
選
挙
の
争
点
の

一
つ
と
し
て
社
会
保
障
そ
の
も

の
の
あ
り
方
が
焦
点
と
な
り
、

そ
の
二
大
論
点
は
、
病
床
削
減

と
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

で
あ
ろ
う
。
殊
に
医
療
機
関
が

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
処
方
を
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
の
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
。
保
険
外
し
を
さ

れ
て
か
ら
の
取
扱
い
の
詳
細
が

ま
だ
決
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、

例
え
ば
「
ロ
キ
ソ
プ
ロ
フ
ェ

ン
」
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、

院
内
処
方
の
医
療
機
関
で
は
保

険
適
用
の
薬
剤
と
合
わ
せ
て
処

方
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
そ
の
場
合
は
わ
ざ
わ
ざ
他

の
薬
局
等
で
購
買
す
る
こ
と
に

な
る
。「
フ
ェ
キ
ソ
フ
ェ
ナ
ジ

ン
」
や
「
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
」
を
は
じ
め
多
数
の
薬
剤
が

医
療
機
関
で
処
方
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
、
想
像
を
絶

す
る
甚
大
な
影
響
と
な
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
何
度
も
言
う
が
、
医
療
者

側
、
患
者
側
と
も
大
き
な
打
撃

と
な
る
。
あ
る
政
党
の
主
張
で

は
、
こ
の
結
果
公
的
医
療
費
が

数
兆
円
削
減
さ
れ
、
ひ
い
て
は

社
会
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
と

い
う
。
し
か
し
裏
を
返
す
と
、

こ
れ
ら
の
薬
剤
は
全
て
自
費
で

購
入
す
る
こ
と
に
な
る
訳
で

「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
名
の
下
に
「
国
民
皆
保

険
制
度
」
が
大
き
な
危
機
を
迎

え
る
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
今
ま
さ
に
、
医
療
制
度
は

大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。

保
険
料
軽
減
も
国
民
皆
保
険
危
機

会費（協会会員）月額6,500円に改定
７月27日の第78回定期総会におきまして、2025年８

月からの会費引き上げが承認されました。

　この間、保険医協会は主たる収入（会費・各種共済制

度の運営事務費）の減少が続く中、昨今の物価高騰等が

協会の財政難に拍車をかけていましたが、このままでは

会員へのサービス低下につながると判断し、40年ぶり

の会費の改定を提案、ご承認いただいたものです。

25年８月より、協会会員（開設・管理者、家族等の同

族勤務医含む）の会費は月額6,500円（＋1,000円）、協

会勤務医会員の会費は一律5,500円（医育機関の減額を

廃止）となります。 病院勤務医対象の共済制度利用勤務

医会員と研修医会員に変更はありません。

　会員の皆さまにはご理解を賜りますようお願い申し上げ

ます。ご不明な点がございましたら協会事務局（TEL075‒

212‒8877）までお問い合わせ下さい。

第78回 定期総会
（第209回定時代議員会合併）

重 要 Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し「
反
対
」7
割

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
き
導
入
阻
止
へ
運
動

　
協
会
は
7
月
27
日
の
第
78
回

定
期
総
会
で
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
外
し
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
処
方

時
の
技
術
料
の
選
定
療
養
化
」

の
フ
ァ
ク
ス
登
録
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
公
表
し
た
。

　
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
（
保
険
薬
、

医
療
用
医
薬
品
）
の
保
険
外
し

に
回
答
者
の
68
％
が「
反
対
」、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
（
市
販
薬
）
を
処
方

し
た
際
の
技
術
料
の
選
定
療
養

化
に
よ
り
保
険
給
付
範
囲
が
縮

小
さ
れ
る
こ
と
に
65
％
が
「
反

対
」、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の

推
進
に
74
％
が
「
反
対
」、「
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
患

者
負
担
増
が
狙
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
71
％
が
「
反
対
」
し
た
。

　
本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
協
会
が
毎

年
総
会
開
催
時
に
実
施
し
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
代
え
て
全
会

員
医
療
機
関
を
対
象
に
緊
急
実

施
し
た
。
対
象
者
は
1
5
0
5

人
、
回
答
者
は
1
9
8
人
（
回

答
率
13
％
）。
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
概
要
は
図
の
通
り
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
市
販
薬

の
服
用
・
使
用
よ
る
副
作
用
や

重
症
化
事
例
の
患
者
か
ら
の
相

談
事
例
の
有
無
、
患
者
の
自
己

判
断
に
よ
る
服
薬
に
危
険
を
感

じ
る
市
販
薬
の
有
無
と
具
体
的

な
危
険
性
に
も
質
問
し
た
。
詳

細
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
。

7
月
31
日
に
は
福
山
副
理
事

長
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
向
け
の
記

者
会
見
を
開
き
、
結
果
報
告
と

問
題
点
を
指
摘
し
た
（
詳
報
は

後
日
掲
載
予
定
）。

　
協
会
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

基
づ
き
、「
保
険
で
良
い
医
療
」

を
守
り
拡
充
す
る
立
場
か
ら
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
、

市
販
薬
を
処
方
し
た
際
の
技
術

料
の
選
定
療
養
化
、
こ
れ
以
上

の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の
推
進

を
阻
止
す
べ
く
、
保
団
連
と
と

も
に
反
対
運
動
を
推
進
す
る
。

6
月
27
日
、
厚
生
労
働
省
は

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
確
保

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
」
を
各
都
道
府
県
等
に
通

知
し
た
。

　
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
は

「
特
定
機
能
病
院
お
よ
び
歯
科

医
療
機
関
を
除
く
、
病
院
お
よ

び
診
療
所
」
に
報
告
義
務
を
課

す
。
ほ
ぼ
全
て
の
医
科
医
療
機

関
が
対
象
と
な
る
。
都
道
府
県

へ
の
報
告
が
求
め
ら
れ
る
の
は

「
1
号
機
能
」
と
し
て
「
17
の

診
療
領
域
※
へ
の
対
応
可
能
の

有
無
」「
患
者
の
相
談
に
応
じ

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
。「
1

号
機
能
を
有
す
る
医
療
機
関
」

が
報
告
す
る
「
2
号
機
能
」
と

し
て
は
「
通
常
の
時
間
外
の
診

療
」「
入
退
院
時
の
支
援
」「
在

宅
医
療
の
提
供
」
等
。
知
事
は

「
報
告
さ
れ
た
内
容
お
よ
び
体

制
の
確
認
結
果
」
を
公
表
し

「
協
議
の
場
」
を
設
定
す
る
。

11
月
に
は
都
道
府
県
か
ら
対

象
医
療
機
関
に
依
頼
、
26
年
1

月
か
ら
医
療
機
関
か
ら
の
報
告

と
都
道
府
県
の
確
認
が
始
ま
る

見
通
し
。
こ
れ
ま
で
の
病
床
機

能
報
告
が
地
域
医
療
構
想
の
基

礎
デ
ー
タ
に
使
わ
れ
「
病
床
機

能
分
化
」
と
「
必
要
病
床
数
設

定
」
に
よ
る
病
床
数
抑
制
で

あ
っ
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
今

回
の
報
告
制
度
は
診
療
所
の
機

能
分
化
と
「
数
」
の
管
理
へ
国

が
本
格
的
に
乗
り
出
す
も
の
と

し
て
注
視
が
必
要
で
あ
る
。

図１ OTC類似薬の保険外し

図３ スイッチOTC化の推進

図２  OTC薬を処方した際の技術料
の選定療養化により保険給付
範囲が縮小されること

図４  「セルフメディケーションの
推進」という言葉を用いて患
者負担増が狙われていること

どちらともいえない
判断できない 17% 賛成 15%

反対 68%

反対 65%

反対 74%

反対 71%

賛成 12%

賛成 7 %

賛成 11%

どちらともいえない
判断できない 19%

どちらともいえない
判断できない 23％

どちらともいえない
判断できない 18%

かかりつけ医機能
“ガイドライン”

厚労省通知

　
※
皮
膚
・
形
成
外
科
領
域
、
神

経
・
脳
血
管
領
域
、
精
神
科
・
神
経

科
領
域
、
眼
領
域
、
耳
鼻
咽
喉
領

域
、
呼
吸
器
領
域
、
消
化
器
系
領

域
、
肝
・
胆
道
・
膵
臓
領
域
、
循
環

器
系
領
域
、
腎
・
泌
尿
器
系
領
域
、

産
科
領
域
、
婦
人
科
領
域
、
乳
腺
領

域
、
内
分
泌
・
代
謝
・
栄
養
領
域
、

血
液
・
免
疫
系
領
域
、
筋
・
骨
格
系

お
よ
び
外
傷
領
域
、
小
児
領
域
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協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

主な内容

●医師賠償責任保険
● 休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）
●針刺し事故等補償プラン
● 自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

新
理
事
あ
い
さ
つ

（
2
面
）

新
連
載

か
ん
ぽ
う
趣
談
（
４
面
）

上
野
千
鶴
子
氏
講
演

「
介
護
保
険
は
親
や
自
身
の
老
後
を
保
障
」（
4
面
）



　
任
期
満
了
に
伴
う
支
払
基

金
・
国
保
連
合
会
両
審
査
委
員
会
の
審
査
委
員
の
委
嘱
が
、
6

月
1
日
付
で
行
わ
れ
た
。
委
嘱

さ
れ
た
医
科
の
審
査
委
員
は
表

の
通
り
。
基
金
は
86
人
、
国
保

は
79
人
。

　
基
金
の
審
査
委
員
会
委
員
長

は
福
州
修
氏
（
新
・
外
科
）

が
、
副
委
員
長
に
余
み
ん
て
つ

氏
（
新
・
内
科
）
が
選
出
さ
れ

た
。

　
国
保
の
審
査
委
員
会
会
長
は

山
下
直
己
氏（
再
・
内
科
）、副

会
長
に
は
關
透
氏
（
再
・
内

科
）、
柴
垣
一
夫
氏
（
再
・
外

科
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　
両
審
査
委
員
の
任
期
は
、
い

ず
れ
も
27
年
5
月
31
日
ま
で
の

2
年
間
。

基
金
審
査
委
員
長
に
福
州
修 

氏

国
保
審
査
会
長
は
山
下
直
己 

氏

審
査
委
員
が
改
選

専門科 診療担当者代表 保険者代表 学識経験者代表

支
　
払
　
基
　
金

内 科 北川　　靖 江村　正仁 田上　哲也
若林　正之 久米　典昭 井本　雅美
沖　　映希 小林　正夫 吉田　憲正
角水　正道 吉波　尚美 ○余みんてつ
出木谷　寛 山下　浩平 藤田　祝子
今井　昭人 廣瀨　亮平 國枝　恒治
横松　孝史 杉山　　博 寺村　和久
井原　　裕 沢田　尚久 松室　明義
志村　和穂 中谷　嘉文 田代　雅裕
安威　俊秀 井上　啓司 松下　匡孝

☆武田　敏宏 橘　　洋正 ☆原山　拓也
☆濱中　正嗣 土居健太郎

☆谷澤　公伸
精 神 科 ☆廣兼　元太 三木　秀樹
小 児 科 木﨑　善郎 若園　吉裕 天満　真二

松尾　　敏
外 科 濱島　高志 神田　圭一 能見伸八郎

古家　敬三 天谷　文昌 池田　　義
猪飼伊和夫 南都　昌孝 ◎福州　　修
尾池　文隆 法里　　高 山口　明浩

☆趙　　秀之 藤　　信明
☆神山　　順
☆秦　浩一郎
☆畑　　啓昭

整 形 外 科 鈴木　雅清 吉岡　慎二 菱本　　修
小室　　元 藤原　浩芳 中嶋　　毅
仲俣　岳晴 岩田　啓史

皮 膚 科 小川　純己 永田　　誠 松木　正人
泌 尿 器 科 今田　直樹 中ノ内恒如 野々村光生
産 婦 人 科 渡邉　浩彦 佐々木聖子 井上　卓也

細田　哲也 大久保智治
眼 科 松本　康宏 岩見　達也

西田　惠理
冨井　　聡

耳鼻咽喉科 牛嶋　千久 出島　健司 竹之内　剛
☆廣田　隆一

専門科 保険医代表 保険者代表 公益代表

国
　
保
　
連
　
合
　
会

内 科 鈴鹿　隆之 安田健治朗 畑　　雅之
勝島　慎二 浅野　麻衣 ◎山下　直己
小野　晋司 小林　　裕 牧山　　武
澤　　美彦 正木　元子 ○關　　　透
松原　欣也 赤尾　昌治 谷口　洋子
三木　真司 小暮　彰典 十倉　孝臣
南　　祐仁 石橋　一哉 増井　　明
小畑　寛純 内山　人二 高木　　力
湯山　令輔 中村　　猛 伊地智俊晴
大道　卓摩 ☆淵田　真一 武田　貞子

☆横井　宏和 小柳津治樹
坂本　眞一
渡邉　　亨
森口　寿徳
葛西　恭一
木村　文昭
有本太一郎

☆土谷美知子
精 神 科 ☆吉田　洋美 澤田　親男
小 児 科 浅井　康一 安野　哲也
外 科 中原　功策 角山　正博 ○柴垣　一夫

野原　丈裕 髙橋　章之 田村　耕一
松村　博臣 山本　栄司
松尾　宏一 岡野　晋治

後藤　智行
塩飽　保博
白神幸太郎
庄林　　智

☆村上　陳訓
整 形 外 科 岩下　靖史 奥田　良樹 内田　寛治

廣嶋　芳城 西尾　　健
土田　雄一
立入　久和

皮 膚 科 松井　美萌 池田　佳弘
泌 尿 器 科 橋本　哲也 北村　浩二 上田　朋宏

家原　典之
産 婦 人 科 楠木　　泉 ☆滝　　真奈

眼 科 山崎　俊秀
岩間　大輔
畑中　宏樹

☆奥沢　正紀
耳鼻咽喉科 村上　匡孝 豊田健一郎

◎ 基金委員長、国保会長　○基金副委員長、国保副会長　☆新任審査委員
（順不同・敬称略、基金・国保とも歯科・調剤審査委員を除く、2025年６月
１日現在。『京都医報』（京都府医師会発行）2025年 7月１日号を基に作成）

　
本
年
6
月
よ
り
医
療
安
全
担
当
理
事
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
右
京
医
師
会
の
石
田
博
で
ご
ざ
い
ま

す
。
日
常
診
療
に
お
い
て
、
新
規
個
別
指
導
の
助

言
を
賜
り
協
会
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
多

く
の
諸
先
輩
方
を
先
生
に
ご
助
言
を
賜
り
職
責
を

全
う
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
生
誕
の
地
右
京
区
太
秦
に
て
、
リ
ウ
マ
チ
・
膠

原
病
な
ど
の
免
疫
難
病
の
患
者
さ
ん
を
診
て
お

り
、
ス
テ
ロ
イ
ド
や
免
疫
抑
制
剤
、
生
物
学
的
製

剤
な
ど
ハ
イ
リ
ス
ク
の
診
療
に
従
事
し
て
お
り
ま

す
。
勤
務
医
時
代
に
は
病
院
の
医
療
安
全
委
員
長

を
し
て
い
た
経
験
な
ど
を
活
か
し
、
浅
学
非
才
な

が
ら
保
険
医
協
会
の
活
動
に
尽
力
す
る
所
存
で

す
。
よ
ろ
し
く
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
京
都
形
成
外
科
医
会
の
要
請
を
受

け
、
京
都
府
保
険
医
協
会
の
理
事
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
日
下
部
素
子
と
申
し
ま
す
。
北
区
で
形
成

外
科
、
美
容
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
て
20

年
に
な
り
ま
す
。
還
暦
を
過
ぎ
子
育
て
も
終
了
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
仕
事
を
減
ら
し
て
自
分
の
好

き
な
こ
と
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
す
が
、
長
年
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
京
都

形
成
外
科
医
会
の
お
役
に
立
て
た
ら
と
思
い
、
お

引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
形
成
外
科
に
限
ら
ず
、
ど
の
診
療
科
に
も
共
通

す
る
課
題
か
と
存
じ
ま
す
が
、
保
険
診
療
の
枠
組

み
に
お
い
て
は
、
形
成
外
科
の
高
度
な
手
技
や
そ

の
精
密
さ
が
、
必
ず
し
も
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い

な
い
現
状
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
京
都
形
成
外
科
医
会
の
意
見
を
適
切

に
集
約
・
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
今
期
よ
り
理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
松
原
為

人
で
す
。
部
会
は
医
療
安
全
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
自
身
も
3
月
ま
で
は
京
都
民
医
連
中
央

病
院
の
管
理
者
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
医
療
者
側
と
患
者
側
に
情

報
の
非
対
称
性
が
あ
る
こ
と
が
十
分
に
は
理
解
さ

れ
て
お
ら
ず
、
患
者
の
権
利
を
尊
重
し
意
思
決
定

を
行
う
た
め
の
十
分
な
情
報
を
提
供
し
、
か
つ
十

分
に
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
援
助
を
行
う
こ
と
が

で
き
て
い
る
か
、
不
十
分
な
点
が
多
々
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
起
き
て
し
ま
っ
た
事
案
の
解
決
に

向
け
て
、
医
療
者
側
・
患
者
側
が
と
も
に
前
を
向

い
て
ゆ
く
た
め
に
も
、
情
報
共
有
の
重
要
性
と
情

報
開
示
の
意
義
を
問
い
直
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
保
険
部
会
理
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
松
村
博
臣
で
す
。
1
9
9
1
年
京
都
府
立
医
科

大
学
を
卒
業
、
当
時
の
第
一
外
科
に
入
局
し
ま
し

た
。
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
、
京
都
府
立
医
科
大

学
大
学
院
、
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
病
院
を
経
て
、

2
0
1
9
年
5
月
に
山
科
区
北
花
山
で
「
ま
つ
む

ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
院
い
た
し
ま
し
た
。
医
療

環
境
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
き
な
変
化
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
の
進
展
や
新
型
感
染
症

の
脅
威
、
さ
ら
に
働
き
方
改
革
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
事
象
が
次
々
と
現
れ
て
い
ま
す
。
今

こ
そ
専
門
分
野
や
診
療
環
境
の
違
い
を
越
え
て
互

い
に
協
力
し
、
京
都
府
保
険
医
協
会
が
よ
り
良
い

方
向
へ
発
展
す
る
よ
う
に
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

医
療
安
全
対
策
部
会

松
原 

為
人
（
右
京
）

医
療
安
全
対
策
部
会

石
田
　
博
（
右
京
）

経
営
部
会

日
下
部 
素
子
（
西
陣
）

保
険
部
会

松
村 

博
臣
（
山
科
）

保
険
診
療
の
枠
組
み
で
の
評
価 

問
い
直
し
た
い

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
職
責
果
た
し
た
い

情
報
共
有
と
開
示
で
医
療
者
も
患
者
も
前
を
向
く

違
い
を
越
え
互
い
に
協
力
し
、
よ
り
良
い
方
向
へ

新理事あいさつ2025年度就任

2 0 2 5 年 （令和 7年） 8 月 1 0 日第 3 1 9 9 号 京 都 保 険 医 新 聞 （ 2 ）毎月10日・25日発行



悪
性
腫
瘍
の
確
定
病
名
が
あ
る
時
の

別
の
疑
い
病
名
で
の
検
査A

525525
あ
や
め
法
律
事
務
所

江
頭
節
子
弁
護
士

承継後の承継後の
賠償責任賠償責任

そこのところが

知りたかった!
医療安全

PartⅡQ&AQQQQQQQQ&&&&&&&&AAPartAPartAAAAAAAAPartAPartAPartAPartAAAAAAAAAAAA vol.vol.55

ご自身とご家族の
未来のための相続・贈与セミナー

生前贈与と相続対策 参加費
無料

 場 所 三井住友信託銀行京都支店５F　セミナールーム
 講 師 たかやまあゆみ税理士事務所　代表　髙山 亜由美 氏
 共 催  京都府保険医協会・京都府歯科保険医協会・

滋賀県保険医協会

 日 時 9月27日㊏ 14：30～17：30（受付開始14：00）

京都府保険医協会 （075-212-8877）まで
お問い合わせ

第678回社会保険研究会

HPVワクチン問題
～積極的勧奨差し控え、その終了の経緯と、接種の意義について～

日　時   ９月20日（土）14時30分～16時30分
場　所   京都府保険医協会会議室

（ウェブ併用）
講　 師   井田 憲蔵 氏（京都産婦人科医会理事、山科医師会理事、IDAクリニック産婦人科院長 ）

コメント　子宮頸がんの現状、HPVワクチンの積極的勧奨の差し控えからキャッチ
アップ接種に至るまでの経緯、今後の展望についてお話しします。産婦人科医の立場
から、接種を担って下さっている先生方へのお願いもお伝えする予定です。専門的な
内容を極力分かりやすくお伝えします。

会場定員 30人（先着順）※ウェブは定員なし
日本医師会生涯教育制度　カリキュラムコード：11　予防と保健　1.5単位（申請中）

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら

Ｑ
、
肺
が
ん
の
確
定
病
名
が

あ
る
患
者
で
、
肺
が
ん
と
は
全

く
関
連
の
な
い
前
立
腺
が
ん
の

疑
い
が
あ
っ
た
た
め
Ｐ
Ｓ
Ａ
検

査
の
み
を
実
施
し
、
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
の
検
査
料
を
請
求
し
た
が

返
戻
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ
、
す
で
に
確
定
し
て
い
る

悪
性
腫
瘍
と
は
異
な
る
が
ん
が

疑
わ
れ
、
そ
の
鑑
別
目
的
で
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
検
査
を
行
っ
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、
悪
性
腫
瘍
の

確
定
病
名
が
あ
る
限
り
は
Ｄ
0

0
9
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査
で
は

算
定
で
き
ず
、
悪
性
腫
瘍
特
異

物
質
治
療
管
理
料
で
算
定
す
る

　
こ
の
動
き
は
、
単
な
る
差
別
排

外
主
義
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
で
は
な

く
、
極
右
全
体
主
義
で
あ
る
。
一

時
的
な
現
象
だ
ろ
う
と
見
く
び
っ

て
い
た
ら
、
と
ん
で
も
な
い
事
態

に
な
り
か
ね
な
い
。

　
参
院
選
で
躍
進
し
た
の
は
参
政

党
と
国
民
民
主
党
だ
っ
た
。
と
り

わ
け
驚
か
さ
れ
た
の
は
参
政
党
の

急
伸
。
言
っ
て
い
る
こ
と
は
デ
マ

と
差
別
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
な
の

に
、
な
ぜ
人
気
を
集
め
た
の
か
。

　
基
本
的
に
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

よ
り
、
方
法
論
だ
と
考
え
る
。

　
ま
ず
、
シ
ョ
ー
ト
動
画
を
中
心

に
、
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
拡
散
技
術

を
駆
使
し
た
（
ロ
シ
ア
の
情
報
工

作
が
あ
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ

る
）。
物
議
を
か
も
す
発
言
も
注

目
度
を
上
げ
る
手
段
に
な
る
。

40
代
以
下
は
新
聞
ど
こ
ろ
か
テ

レ
ビ
も
見
な
い
人
が
多
い
。
ネ
ッ

ト
で
接
点
が
で
き
た
と
い
う
だ
け

で
、
政
治
の
知
識
や
リ
テ
ラ
シ
ー

（
批
判
的
検
討
力
）
の
乏
し
い
無

党
派
浮
動
層
を
取
り
込
ん
だ
。

　
も
う
一
つ
は
、
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
。「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」

は
外
国
人
差
別
（
国
民
民
主
の

「
現
役
世
代
重
視
」
は
高
齢
者
軽

視
）
に
な
る
が
、
受
け
手
は
そ
こ

ま
で
読
み
解
け
な
い
。
不
安
を
あ

お
っ
て
議
題
（
土
俵
）
の
設
定
に

成
功
し
、
外
国
人
が
争
点
の
一
つ

の
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
欧

米
以
外
の
外
国
人
を
蔑
視
す
る
ネ

ト
ウ
ヨ
の
浮
動
層
を
取
り
込
ん
だ
。

　
敵
を
設
定
し
て
苦
し
み
の
原
因

を
す
り
替
え
る
手
法
、
声
高
に
攻

撃
し
て
喝
采
を
得
る
や
り
方
は
、

ナ
チ
ス
と
も
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

と
も
欧
州
極
右
と
も
橋
下
時
代
の

大
阪
維
新
と
も
似
て
い
る
。
人
権

を
嫌
い
、
気
に
入
ら
な
い
メ
デ
ィ

ア
や
批
判
者
を
攻
撃
・
弾
圧
・
排

除
す
る
の
も
似
て
い
る
。

　
政
策
や
発
言
は
危
険
き
わ
ま
り

な
い
。
参
政
党
の
新
憲
法
構
想
案

に
は
国
民
主
権
も
人
権
も
平
等
も

な
く
、
天
皇
中
心
の
軍
事
指
向
。

神
谷
宗
幣
代
表
は
治
安
維
持
法
肯

定
論
や
公
務
員
の
思
想
調
査
ま
で

口
に
し
た
。
徴
兵
制
と
核
武
装
を

唱
え
た
東
京
の
候
補
者
、
批
判
者

を
「
非
国
民
」
と
な
じ
っ
た
神
奈

川
の
候
補
者
も
当
選
し
た
。

　
延
命
医
療
の
全
額
自
己
負
担
な

ど
医
療
費
削
減
を
掲
げ
、
発
達
障

害
の
存
在
を
否
定
す
る
な
ど
病

者
、障
害
者
、高
齢
者
に
冷
た
い
。

　
ウ
ケ
そ
う
な
題
材
を
人
気
集
め

や
観
測
気
球
で
打
ち
出
し
て
い
る

面
も
あ
り
、
追
及
さ
れ
る
と
す
ぐ

に
ご
ま
か
す
が
、
コ
ア
に
は
極
右

復
古
思
想
が
あ
る
。

　
侮
れ
な
い
の
は
、
参
加
型
の
仲

間
作
り
だ
。
ソ
フ
ト
な
笑
顔
で
反

ワ
ク
チ
ン
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
を
ま

と
い
、
陰
謀
論
を
吹
き
込
む
カ
ル

ト
的
手
法
。
地
方
議
員
も
増
や
し

て
き
た
。
家
父
長
主
義
・
女
性
蔑

視
な
の
に
女
性
の
候
補
者
を
多
数

立
て
た
。
演
説
会
は
扇
動
と
陶
酔

の
雰
囲
気
が
漂
う
。
狂
信
的
な
支

持
者
が
暴
走
す
れ
ば
、
ナ
チ
ス
の

Ｓ
Ａ
（
突
撃
隊
）
の
よ
う
な
恐
怖

を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。

　
今
後
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
や
矛
盾

は
暴
か
れ
る
だ
ろ
う
。
人
手
不
足

を
外
国
人
労
働
者
（
大
半
は
合
法

就
労
）に
頼
る
事
業
者
・
経
済
界
、

訪
日
外
国
人
で
も
っ
て
い
る
観
光

業
界
と
は
利
害
が
対
立
す
る
。

　
だ
が
昔
も
今
も
、
民
衆
の
多
く

の
投
票
行
動
は
、
理
性
よ
り
接
触

頻
度
、ス
ト
ー
リ
ー
、情
動
、短
い

フ
レ
ー
ズ
に
左
右
さ
れ
る
。
政
策

を
実
直
に
訴
え
て
も
届
か
な
い
。

　
次
の
選
挙
で
は
参
政
が
第
2
党

か
第
1
党
に
な
り
、
自
民
党
の
極

右
派
、
日
本
保
守
党
な
ど
と
の
連

立
政
権
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
ど
の
政
党
を
選
ぶ
か
は
有
権
者

の
自
由
だ
が
、
そ
の
結
果
と
し
て

言
論
の
自
由
、
政
治
的
自
由
が
奪

わ
れ
た
ら
、
元
も
子
も
な
い
。

甘
く
見
て
は
い
け
な
い
極
右
全
体
主
義

必
要
が
あ
り
ま
す
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
、

Ｐ
Ｉ
Ｖ
Ｋ
Ａ-

Ⅱ
定
量
等
の
例

外
規
定
を
除
く
）。
そ
の
た
め
、

確
定
し
た
悪
性
腫
瘍
が
あ
る
場

合
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査
料
の

請
求
は
、
原
則
返
戻
ま
た
は
減

点
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。
悪
性
腫
瘍
特
異
物
質
治

療
管
理
料
で
算
定
す
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
別
の
が
ん
を
疑
う

場
合
は
そ
の
が
ん
に
対
す
る
疑

い
病
名
は
必
要
で
す
。

Ｑ
、
診
療
所
を
承
継
し
た
の

で
す
が
、
患
者
か
ら
前
院
長
の

時
に
発
生
し
た
医
療
事
故
に
つ

い
て
損
害
賠
償
請
求
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
で

も
、
承
継
後
の
医
師
が
対
応
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
、
診
療
所
の
承
継
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
法
的
手
段
（
法
形

式
）
が
あ
り
、
ど
の
法
的
手
段

を
取
っ
た
か
に
よ
っ
て
答
え
が

変
わ
り
ま
す
。

　
①
前
院
長
が
「
Ａ
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
の
屋
号
を
掲
げ
た
個
人
事

業
主
で
、
廃
院
後
、
入
れ
替
わ

り
に
現
院
長
が
同
一
場
所
で
新

規
に
診
療
所
を
開
設
し
た
場

合
、
新
旧
の
経
営
者
は
異
な
る

法
主
体
な
の
で
、
事
業
譲
渡
契

約
で
特
に
潜
在
的
な
賠
償
義
務

を
引
き
受
け
る
と
合
意
し
て
い

な
い
限
り
、
現
院
長
（
ま
た
は

そ
の
法
人
）
は
前
院
長
の
賠
償

義
務
を
引
き
継
ぎ
ま
せ
ん
。
患

者
側
か
ら
賠
償
請
求
の
連
絡
が

来
た
ら
、
前
院
長
と
の
間
で
解

決
す
る
よ
う
案
内
し
ま
す
。

　
②
前
院
長
の
診
療
所
が
法
人

で
も
、
こ
れ
を
現
院
長
が
事
業

譲
渡
契
約
の
形
で
承
継
し
た
場

合
は
同
様
で
す
。

　
③
前
院
長
の
診
療
所
が
法
人

で
、
理
事
長
が
前
院
長
か
ら
現

院
長
に
交
替
し
た
だ
け
の
場
合

は
法
人
格
は
承
継
前
後
を
通
じ

て
同
一
で
す
の
で
、
当
然
法
人

が
賠
償
義
務
を
負
い
、
現
院
長

が
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
④
前
院
長
の
診
療
所
が
社
団

医
療
法
人
で
、
こ
れ
を
現
院
長

が
買
収
し
た
場
合
も
（
出
資
持

分
の
譲
渡
や
退
職
金
調
整
に
よ

り
）、
法
人
格
は
承
継
前
後
を

通
じ
て
同
一
で
す
の
で
、
現
院

長
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
⑤
前
院
長
の
診
療
所
が
法
人

で
、
こ
れ
が
医
療
法
57
条
の

「
合
併
」
に
よ
り
現
院
長
の
法

人
に
承
継
さ
れ
た
場
合
は
一
切

の
権
利
義
務
が
承
継
さ
れ
ま

す
。

　
⑥
前
院
長
の
診
療
所
が
法
人

で
、
こ
れ
が
医
療
法
60
条
、
61

条
の
「
分
割
」
で
当
該
診
療
所

の
承
継
が
な
さ
れ
た
場
合
に

は
、「
分
割
」
契
約
書
で
潜
在

的
債
務
を
承
継
し
な
い
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
患

者
側
保
護
の
た
め
、
患
者
側
は

現
院
長
の
法
人
が
承
継
し
た
財

産
の
額
を
上
限
と
し
て
、
現
院

長
の
法
人
に
も
請
求
で
き
ま
す

（
医
療
法
60
条
の
6
第
3
項
、

61
条
の
4
第
3
項
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
医
療
承
継
に

伴
う
権
利
義
務
の
関
係
は
非
常

に
複
雑
で
す
の
で
、
医
療
承
継

を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法

務
、
税
務
の
専
門
家
に
相
談
し

事
前
に
十
分
検
討
、
調
査
し
て

下
さ
い
。

25
年
9
月

理
事
会
の
開
催
予
定

（
8
月
は
休
会
）

第
6
回
理
事
会

9
月
7
日
（
日
）
13
時
〜

第
7
回
理
事
会

9
月
30
日
（
火
）
14
時
〜

金
融
共
済
委
員
会

（
7
／
23
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
5
件
、
加
入
2
件
を
審

査
し
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。

8
月
15
日（
金
）、
8
月
16
日（
土
）

の
両
日
は
、
事
務
局
休
務
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

事
務
局
休
務
の

お
知
ら
せ

廃院・承継される場合は…廃院・承継される場合は…
万が一に備え、医
師賠償責任保険の
延長特約へのご加
入を検討下さい。
お問い合わせは京都府保険医協会
（TEL075-212-8877）まで

2 0 2 5 年 (令和 7年) 8 月 1 0 日 第 3 1 9 9 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行
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お申込み・お問い合わせ
大阪府保険医協会 （TEL 06-6568-7721）

　
今
年
も
猛
暑
で
あ
る
。
う
ち

の
よ
う
な
町
医
者
に
も
熱
中
症

の
患
者
が
ち
ら
ほ
ら
来
院
す

る
。
そ
も
そ
も
自
分
で
来
ら
れ

る
程
度
な
の
で
基
本
的
に
は
軽

症
で
あ
る
。
そ
ん
な
時
に
重
宝

す
る
の
は
白
虎
加か

人に
ん
じ
ん
と
う

参
湯
で
あ

る
。
補
液
を
行
っ
た
後
に
自
宅

で
服
用
し
て
も
ら
う
と
翌
朝
に

は
す
っ
き
り
治
る
こ
と
が
多
い
。 　

さ
て
、
こ
の
白
虎
加
人
参
湯

の
「
白
虎
」
で
あ
る
が
、
東
西

南
北
の
四
方
を
守
護
す
る
四
神

の
う
ち
西
を
守
護
す
る
神
獣
で

あ
る
。

　
中
国
の
西
方
と
言
え
ば
非
常

に
乾
燥
し
て
い
る
。
い
わ
ば
砂

漠
の
気
候
で
あ
る
。
体
内
の
水

分
不
足
や
熱
を
治
す
薬
に
「
白

虎
」
の
名
が
与
え
ら
れ
た
の
は

　
「
趣
談
」
と
は
中
国
語
で
「
面
白
い
話
」
と
い
う

意
味
で
す
。
漢
方
に
ま
つ
わ
る
面
白
い
、
で
も
役
に

立
た
な
い
エ
ッ
セ
イ
を
お
届
け
し
ま
す
。

そ
う
い
う
由
来
が
あ
る
。
構
成

生
薬
の
石
膏
が
白
い
こ
と
も
そ

の
理
由
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
漢
方
に
は
小し

ょ
う
せ
い
り
ゅ
う
と
う

青
竜
湯
と
い

う
薬
も
あ
る
。
鼻
炎
や
カ
ゼ
の

薬
と
し
て
使
わ
れ
る
。

　
「
青
龍
」
は
東
を
守
護
す
る

神
獣
で
あ
る
。
中
国
の
東
に
は

海
が
あ
る
の
で
多
湿
と
言
え

る
。
小
青
竜
湯
に
は
鼻
粘
膜
や

気
管
の
浮
腫
を
取
る
作
用
が
あ

る
の
で
こ
の
名
が
与
え
ら
れ

た
。
構
成
生
薬
の
麻
黄
が
青
い

（
実
際
は
緑
色
だ
が
）
の
も
そ

の
理
由
で
あ
る
。

　
で
は
残
り
の
二
神
、「
朱
雀
」

「
玄
武
」
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

現
在
日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る

エ
キ
ス
剤
に
こ
の
名
は
な
い
。

　
朱
雀
湯
は
泄
下
・
利
水
薬
と

し
て
存
在
し
た
の
だ
が
、
そ
の

毒
性
の
強
さ
か
ら
現
在
で
は
ほ

ぼ
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く

な
っ
た
。

　
「
玄
武
」
は
と
い
う
と
、
現

在
は
「
真し

ん
武ぶ

湯と
う
」
の
名
で
存
在

し
て
い
る
。
冷
え
に
伴
う
下

痢
、
め
ま
い
の
薬
で
あ
る
。
北

の
神
獣
で
あ
る
玄
武
に
ち
な
ん

で
、
寒
冷
に
対
応
す
る
こ
の
薬

に
名
付
け
ら
れ
た
。
構
成
生
薬

の
附
子
が
黒
い
（「
玄
」
は
黒

い
と
い
う
意
味
も
あ
る
）
こ
と

も
そ
の
理
由
で
あ
る
。

　
で
は
な
ぜ
「
真
武
湯
」
と
い

う
名
に
変
わ
っ
た
の
か
と
い
う

たなか・ひろゆき
1998年ﾠ自治医科大学卒業
2007年ﾠ た な か 内 科 ク リ

ニック開設
内科・漢方診療に従事。 
訳書に「漢方百物語」「老
中医」。

と
、
宋
の
皇
帝
の
名
、
趙
玄
朗

に
配
慮
し
て
「
玄
」
の
字
が
避

け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　
薬
の
名
付
け
方
か
ら
見
て
も

漢
方
は
興
味
深
い
。
四
体
の
神

獣
の
力
を
借
り
て
、
四
季
を
上

手
に
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
あ

る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

漢方と神獣

田中 寛之（舞鶴）
壱

　
今
回
の
調
査
は
珠
洲
市
を
中

心
に
保
健
・
福
祉
の
状
況
の
訪

問
・
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

　
珠
洲
市
沿
岸
部
は
12
月
調
査

時
に
比
べ
れ
ば
「
公
費
解
体
」

が
進
ん
だ
た
め
か
更
地
が
目
に

つ
い
た
。
し
か
し
揺
れ
と
津
波

の
爪
痕
は
ま
だ
ま
だ
生
々
し

く
、
ほ
ぼ
全
て
の
電
信
柱
が
傾

き
、
倒
壊
家
屋
は
至
る
所
に
残

さ
れ
、
道
を
往
来
す
る
人
は
ほ

と
ん
ど
見
か
け
な
い
状
態
。
宿

泊
で
お
世
話
に
な
っ
た
「
宝
湯

別
館
」
は
、
被
災
前
は
道
路
を

挟
ん
だ
海
側
に
「
本
館
」
も

あ
っ
た
が
今
は
跡
形
も
な
い
。

倒
壊
し
た
本
館
で
は
亡
く
な
ら

れ
た
方
も
い
た
と
い
う
。

公
立
病
院
の
社
会
的

使
命
を
果
た
し
た
い

　
珠
洲
市
総
合
病
院
で
は
、
診

療
体
制
は
震
災
前
に
ほ
ぼ
戻
す

こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
患
者

は
6
割
程
度
に
と
ど
ま
る
と
い

う
。
地
域
に
住
民
が
戻
っ
て
来

て
い
な
い
こ
と
も
一
因
と
考
え

ら
れ
、
特
に
施
設
の
損
壊
や
職

員
退
職
な
ど
に
よ
る
介
護
体
制

困
難
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

病
院
は
壊
滅
し
た
歯
科
診
療
を

住
民
に
提
供
す
る
た
め
、
歯
科

を
新
設
。
収
支
は
度
外
視
し
、

公
立
病
院
の
社
会
的
使
命
を
果

た
す
た
め
の
懸
命
な
努
力
が
続

い
て
い
る
。

保
健
師
と
し
て
地
域
に

携
わ
る
こ
と
の
大
切
さ

　
自
ら
も
被
災
し
た
保
健
師

は
、
母
を
背
負
っ
て
避
難
す
る

体
験
を
し
な
が
ら
、
避
難
所
運

所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
稼
働
し

て
い
な
い
。
職
員
の
多
く
が
住

居
を
な
く
し
て
退
職
し
た
。
特

に
子
育
て
世
代
が
い
な
く
な
っ

た
。震

災
後
初
め
て
の
元
日

は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
事
務
所

が
被
災
し
、
移
転
・
解
体
が
決

医
療
離
脱
の
現
実

　
能
登
町
の
小
木
集
落
の
医
療

を
守
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師

は
、
被
災
に
よ
っ
て
か
つ
て
医

療
に
つ
な
が
っ
て
い
た
人
と
の

つ
な
が
り
が
切
れ
る
「
医
療
離

脱
」
の
深
刻
さ
を
語
り
、
在
宅

医
療
に
よ
っ
て
つ
な
ぎ
止
め
る

必
要
性
を
語
っ
た
。
担
当
す
る

高
齢
者
施
設
の
被
害
は
甚
大

で
、
傾
い
た
建
物
に
高
齢
者
が

暮
ら
し
続
け
て
お
り
、
民
間
施

設
ゆ
え
に
公
費
解
体
は
で
き
て

総
合
的
な
政
策
提
言
を

　
研
究
会
は
夏
に
も
3
度
目
の

現
地
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

「
帰
れ
る
場
所
」
と
し
て
の
能

登
の
再
生
に
は
、
医
療
・
介
護

の
再
生
は
不
可
欠
で
あ
る
。
だ

が
医
療
・
介
護
だ
け
を
考
え
る

の
で
は
な
く
、「
暮
ら
し
」
全

体
に
目
を
向
け
た
総
合
的
な
政

策
提
言
が
必
要
で
あ
る
。

営
、
在
宅
避
難
者
・
車
中
泊
の

方
・
高
齢
者
や
子
ど
も
の
安
否

確
認
、水
の
確
保
、物
資
手
配
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
差
配
な
ど
に
あ

た
っ
た
。
帰
り
た
い
人
が
帰
れ

な
い
状
況
は
「
人
が
い
な
い
、

家
が
な
い
、
福
祉
施
設
も
復
活

し
な
い
状
況
で
、
そ
ん
な
と
こ

ろ
に
戻
っ
て
お
い
で
と
は
言
え

な
い
」
と
胸
の
内
を
明
か
す
。

職
員
の
退
職
で

福
祉
施
設
も
縮
小

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
1

0
0
床
＋
シ
ョ
ー
ト
8
床
）
の

ス
タ
ッ
フ
は
発
災
時
、
特
養
98

人
の
入
所
者
の
う
ち
86
人
が
広

域
避
難
し
、
戻
っ
て
来
ら
れ
た

の
は
59
人
だ
っ
た
と
語
っ
た
。

後
は
入
院
や
体
力
的
な
問
題
、

避
難
先
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
も

い
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
戻
っ
て
い
な
い
。
施
設
は
3

月
末
に
復
旧
し
た
が
職
員
不
足

で
定
員
縮
小
す
る
予
定
。
7
カ

残されたままの被災家屋

新連載

も
自
ら
再
建
す
る
こ
と
の
困
難

性
を
指
摘
し
た
。

ま
っ
て
い
る
。
運
営
し
て
い
た

3
カ
所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
復

旧
し
て
い
な
い
。
職
員
も
被
災

し
、
亡
く
な
っ
た
人
も
い
る
。

被
災
後
3
分
の
1
が
退
職
。
特

に
子
育
て
世
代
の
人
が
い
な
く

な
っ
た
。
震
災
1
年
後
の
元
日

は
帰
省
す
る
人
も
な
く
、
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
さ
な
が
ら
だ
っ
た

と
語
る
。

　
上
野
氏
は
、
医
療
保
険
の
赤

字
補
填
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た

介
護
保
険
制
度
で
は
あ
る
が
、

25
年
経
ち
、
介
護
は
家
族
だ
け

の
責
任
で
は
な
い
と
い
う
国
民

的
合
意
が
作
ら
れ
た
の
は
福
祉

の
社
会
化
の
巨
大
な
一
歩
だ
と

し
た
。
介
護
現
場
で
は
経
験
値

が
蓄
積
さ
れ
て
ス
キ
ル
が
上
が

り
、
今
や
地
域
医
療
に
お
い
て

介
護
職
が
い
な
く
て
は
医
師
も

看
護
師
も
働
け
な
い
の
が
実
態

と
し
た
。
一
方
で
介
護
職
の
高

齢
化
や
低
賃
金
、
過
去
最
多
の

訪
問
介
護
事
業
所
の
倒
産
な
ど

の
問
題
を
指
摘
。
介
護
保
険
制

度
の
改
悪
で
自
己
負
担
割
合
の

増
加
、
要
介
護
1
・
2
の
通
所

介
護
の
介
護
保
険
外
し
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
有
料
化
な
ど
が
狙
わ

れ
、
介
護
が
家
族
に
戻
さ
れ
る

（
再
家
族
化
）
懸
念
が
あ
る
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
は
高
齢
者
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
若
者
に

と
っ
て
も
高
齢
の
親
を
人
に
任

せ
ら
れ
、
自
身
の
老
後
に
利
用

す
る
こ
と
に
な
る
制
度
だ
と
強

調
。
人
と
の
つ
な
が
り
と
運
動

で
制
度
改
悪
は
押
し
と
ど
め
ら

れ
る
と
述
べ
、「
権
利
と
制
度

は
黙
っ
て
い
て
は
向
こ
う
か
ら

歩
い
て
こ
な
い
。
要
求
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
し
、
7

月
参
院
選
で
の
国
民
の
投
票
行

動
に
期
待
し
た
い
と
し
た
。

親
や
自
身
の
老
後
を
保
障

介
護
保
険
は
若
者
も
必
需

　
介
護
学
習
会
「
ど
う
す
る
？
ど
う
な
る
？
介
護
保
険
あ

な
た
の
老
後
が
危
な
い
！
」（
主
催
：
京
都
民
主
医
療
機
関

連
合
会
、
後
援
：
京
都
府
保
険
医
協
会
）
が
6
月
29
日
に
京

都
ア
ス
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
講
師
の
上
野
千
鶴
子
氏
（
社

会
学
者
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
介
護
保
険
制
度
は
問

題
だ
ら
け
で
始
ま
っ
た
が
福
祉
の
社
会
化
の
一
歩
と
な
っ
た

と
述
べ
、
今
後
狙
わ
れ
る
介
護
保
険
制
度
の
改
悪
を
押
し
と

ど
め
る
た
め
に
声
を
上
げ
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。
当
日
は
定

員
4
0
0
人
を
超
え
る
参
加
者
が
詰
め
か
け
、
上
野
氏
の
講

演
に
聞
き
入
っ
た
。 上

野
千
鶴
子
氏
が
講
演

講
師
の
上
野
氏

［日時］９月21日（日）
12時～18時20分
懇親会 18時30分～20時

［場所］大阪府保険医協会
M＆Dホール
（大阪市浪速区幸町1-2-33）

［対象］医師、ご家族、スタッフなど
［参加費］
①大会のみ3,000円
②大会＋懇親会6,000円
③入門教室（入門セット進呈）無料
（懇親会6,000円）
［申込締切］９月12日（金）

第43回

保険医囲碁大会保険医囲碁大会
（大阪府保険医協会主催）

び
ゃ
っ
こ

2
0
2
4
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

被
災
地
の
能
登
北
部
医
療
圏
（
輪
島
市
・
珠
洲
市
・
穴
水

町
・
能
登
町
）
の
医
療
課
題
に
関
す
る
第
2
回
目
の
調
査

活
動
（
4
月
24
日
〜
25
日
）
に
協
会
事
務
局
が
参
加
し

た
。
調
査
は
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
総
合
研
究
所
の

「
災
害
と
地
域
医
療
の
研
究
会
」
に
よ
る
も
の
で
、
前
回

（
24
年
12
月
）
に
続
き
、
横
山
壽
一
氏
（
佛
教
大
学
・
金

沢
大
学
）、
長
友
薫
輝
氏
（
佛
教
大
学
）、
井
口
克
郎
氏

（
神
戸
大
学
）、
研
究
所
専
務
理
事
の
鎌
倉
幸
孝
氏
と
と
も

に
参
加
し
た
。

求
め
ら
れ
る
「
帰
れ
る
場
所
」
へ
の
再
生

2025.4.24-25

能登
被災地の今レポート
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